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宮崎県はかっては交通不便の地とされてぃまし

たが、近年急速な近代化の波を受け、首来から人

や文物の交流の舞台となった道も年々姿を変えて

います。

その道のもつ歴史的背景、道の果たした役割、

道の現状等を明らかにする「歴史の道」調査を、

全国にさきがけ、昭和 52年度に県北五街道を実

施しました。昨年に引き続き、昭和 53年度は県

南四街道の調査移実施し、一昔前の街道や街道沿

いの交通遺跡の残存状況の実態を明らかにいたし

ました。

本報告書は、街道地図・ 衝道の特色・ 街道の歴

史・ 街道の様子・ 街道浴いの文化財や遺蘇の解説

からなっています。

短期間になされた調査ですので不備な点もあろ

うかと思いますが、本県交通史の研究資料として、

又、歴史の道保存のための基礎資料として御活用

いただければと思っておりますも !

最後に、資料にょる事前調査、実地調査t報告

書作成と、それぞれお忙しいなか港骨折 ういただ

いた調査員の万々に厚くお礼申し上げます。

昭和 54年 3月

宮崎県教 育委員会

教育長  四  本 茂



曇一ロ例 いるが,間道あり脇道ありで複雑をきわめ

るので,街道図を参照していただきたい。

1.街 道 名

江戸時代にあっては,道路の規模により街

道と往還を使い分けていたようであるが ,現

在往遺は用いないのですべて街道とした。

また,志布志街道をのぞく他の街道は,厳

密にいえば 2ないし3往還に細区分される。

しかし,すべてをあげる必要もないので ,

距離も長く中心となるものを代表させた。

2.街道の概要説明

街道の詳細な記述は,街道沿いの交通関係

遺跡の解説に譲り,こ こでは街道の持つ歴史

的背景 ,衝道の果たした役割 ,街道の現状等

を概括的に記した。

3.街道沿いの交通関係遺跡解説

(1)個々の解説の前半に,遺跡及び遺跡周辺

の状況 ,遺跡と遺跡間の状況を過去から現

在にわたって述べ,後半に遺跡そのものの

解説移付した。

従って個々の解説をとおして読めば,起

点から終点迄街道の全容が把握できる。

12)街道沿いの主な集落には,戸数,集落間

の距離又は起点からの距離を記したが日向

地誌によった。地誌は明治 8年の調査をも

とにしている。

13)集落間の距離 ,起点からの距離で,同里

同町と記してあるのは日向地誌によるもの

で,他は地図から割出した距離であるので

正確は期しがたい。一応の目安としていた

だきたい。

(4J交通関係遺跡の配列はほぼ道llRに沿って



米良街道の特色

吉 くは、佐土原城下から米良領との境である
おどどる
尾 泊 までを

″
米輯 ″ と称臥 尾泊から人

吉までを '球磨往還″ と称していたが、現在は

その区別 をせず米良衝道 といっている。

今回の調査では、熊本県との県境である横谷

を起点とし、村所、小ナlk越野尾、尾泊を経て

佐土原 (大手門廟 )に至る17里 (約 68臨 )

を米良街道として調査の対象とした。

当時の米良は、現在の西米良村と西都市に編

入された東米良とをあわせた地域で、そのほと

んどは一ツ願チIIの上流域である。

米良の山中を発した流れは、その両岸を浸食

して粘板岩の切 り立つ崖とし、激流岩をかむ川

は次第に水量を増し平野へ下ってくる。そのた

め川沿いの道は通しにくく、米良街道は尾根か

ら尾根の山道が中心となる。

山の天気は変りやすく、雨が降れば雨をさけ

るため木立ちの中の道をとり、崖道がすべれば

まわり道をし、その時々により道をかえた。昔

の人々は、自然にさからわず歩ける所を歩 くの

で到達点は同じでも、その間の道は網の目のよ

うに無数に存在するわけで、昔の米良衝道は人

一人がやっと通れる曲りくねった山道であった。

この米良衛道も、近年、新道にとって代られ

た。新道は河川に沿った平坦な自道車道である。

従って尾根道を下った地点、即ち谷合いの地で

旧道と一致することはあっても、大半は別ルー

トである。

新道の建設により、旧道はその機能を失いも

との山野にかえりつつあるというのが現状であ

る。

米良街道の歴史

江戸時代、人吉から米良を通り佐土原に至る

には、人吉領【米良領 (人吉領付属地 )ャ佐土

原領を通った。この中で米良領々治めた米良氏

は、徳チIにの関係が深く、交代寄合 (譜代大名

待遇 )に列せられた額巨である。人吉藩に従属

して 5年に一度参勤交代をした。又、米良氏は

銀鏡、村所、銀鏡と居館を交互に代えていたが、

第十代則重公より代々主膳と称し小川に本拠を

置いた。

米良氏と徳川家とのつなが りを証明するもの

として、「徳川家康黒印状」 (写 )が ある。

米良山之儀 如前  々 鷹期 被 仰付候
然者 彼巣山へ弓鉄抱一切不可入候・・・

この書状により、鷹狩り用の鷹が将軍家へ献

上 されたことが推察される。献上の一行は人吉

への道をとったか、佐土原への道をとったか不

明であるが、何れにせよ米良街道を通ったこと

だけは確かである。

他に、当時の交通事情を知る資料として、

「佐土原藩島津日誌」がある。

・ 延宝 9年 (1681)12月 19日

傷景璽干層魯三亀島憂言考写
祝儀御状井

球磨帰之飛脚弓削弥七兵衛帰着従遠江守殿

鳥目百疋被下之

・文化 3年 (1806) 1月 2日

米良主膳殿江年始二付飛札差遣之

米良主膳殿よ拶瞬洋村飛脚到来之右飛脚江

両度之町料理差出之

この日誌により険阻な山道を行く米良街道も

参勤交代の出発や帰着の知らせ、年始年末の挨

拶、冠婚葬祭の連絡等を告げる飛脚が往来して

いたことがわかる。

― ユ ー



又、米良衝道の記録として、「伊能忠敬測量

日誌」。勤王家高山彦九良ばの「米良遊歴日記」

がある。

伊能忠敬は文化 9年 (1812)測 量しなが

らこの街道を通過している。又、高山彦九郎は、

寛政 4年 (1792)人 吉からは日向入 りして

いる。_人とも横谷、板屋、村所、小川、越野

尾、尾泊と1司 じ道を辿っている。

米 良 街 道

(1)横谷から村所へ
しヽ かぐら

人吉を出て湯の前、そして猪鹿倉、ここか

色憂な星像を曽髯争E:を程名招云窃忌兵姿
が 5軒あった。

新道は伊鹿倉からつづら折 りの長い坂道と

なり横谷で旧道と出会う。新道と旧道が重な

る部分は約 100物である。

500紹 程登らねばならない。高さにして

「大本倒れて苔むして有り、本々にはかず

らがすきまなく巻き深山の有様」

と、高山彦九郎は述べている。

峠路を下ると上板屋で、ここから道は現在

須木から
3板
屋への国道 265号線と一緒に

)

なる。板屋では、湯の前から測量を始めた伊

能

曾毯ζ建最藍犠丞

BI:言 言と

19号線と

では国道とT字型に交わる。鶴海

重なる。

伊能忠敬は、「川幅 18間 竹橋にて深瀬

」 高山彦九郎は、と言う甚だ危き橋なり

と、それぞ「川を左へ二つ渡る 深瀬という」

れ当地のことについてムれている。

深瀬から村所間は、旧道は板谷川の左岸、

国道は右岸を通っている。この間の様子を、

平部嬌南は「処々岩腹をうがちて道を通す。

危機 (橋 )多 し 牛馬通行難し」 高山彦九

郎は、「岨道の検 なる所 木など打渡し桟

として過ぐる所ニケ所を経る。村所に及んで

十五間斗り板の桟を経て村所人家三十軒斗り、

板
尋0とF勇雇魯藁自竜iC怠琵ffi>って
米良氏の居館が置かれた所である。横谷、村

所間に立ちはだかる一里山越は牛馬通行困難

な道であり、人吉との物資の交流は主として

人の背によった。

:干を降i!と,霧◎EF辱≧兵禽
う道に分岐する。天包越の道は西米良村の役

場蛋争]をど経[督雲籍巻属Q揉ぢ壱。
6と

法
天包越は西南の役で戦いに破れた佐土原隊の

吉戦場でもある。天包山の頂付近に露出した

巨大な岩肌に今も弾痕が残るという。旧道は

鹿の足跡があるほどの険しい峠道ではあるが、

無理をすれば今でも通れる。

伊能忠敬の測量日誌によると、帰の前から

板屋まで 3里 31町、板屋から小ナ|はで 3里

27町、あわせて 7里 22町 (約 3 0Km)で

この距離は音の人の 1日行程であった。高山

彦九慎Бは、湯の前を朝 8時頃出発し小川に夜

の 8時頃に着いている。旅g‖れた彼が 12時

間もかかったのであるからかなり険しい道と

いえる。

乳、静状骨;露璽強塾ld/JwIIケ Iの右岸を
通っている。旧道も小チ|1沿いの道であったが、
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現在―ツ瀬ダムのため大半は水中に没してい

る。当時の旧道は崖の裾を縫うように進み、

所々に梨かる激流の中の一本橋を西側へ渡 り、

又、東側へ渡りながら川沿いの道を下って行

った。

高山彦九郎は、このような難路を4斗米 2

後を妻から八重まで担い来たという男の話を

聞

抵霞彊層:祐ζtta私人家が 8戸ほどあっ

た。ここは小ナIVIIと 村所からの一ツ瀬川 (米

曇箕書暴臭TEFttF解

ほど下流に越野尾の

高山彦九郎はここでも、「米良川巾二十七

間、川中大岩ヘー本僑を渡したるを四つ渡る。

浪音烈しく淵深し、動きてあぶなし。

見へ渡る柴のあみはしめをあらみ

そこいもなみのおとそ恐ろし」

と、和歌をまじえ感想を述べている。

丸木の一本僑では、渡る途中激流に目がく

らみ踏みはずして転落する者があろうかと、

丸和 両側に竹柴を打ちつけ流れが見えぬよ

うに工夫されたが、それでも危なかったよう

である。

小川から越野尾僑までは2里 (約 8 Km)の

道程である。

尾泊より荷を積んだ馬が越野尾の独本僑に

着くと、 ここで荷を下ろし、馬子がその荷を

背負って僑を渡った。空荷の馬は別の場所で

川を渡し、また荷を積みかえた。当時の物資

の

電憲桂::蟹 萱電々ζ[1盈置亀鵞猪き

の道にわかれる。児原稿荷に参詣した者の中

には、ここから国見山の峠を通 り、佐土原藩

三節の寒川に出て佐土原城下に行く者 もあり、

又、その反対 もあった。佐土原からの児原参

りにはよく利用されたという。ここより東へ

約 4 Km行 くと蓼晒に至る。

現在の越野尾の集落は一ツ瀬ダムの建設に

より水底に沈む土地の人達が、移住して出来

たもので過去の越野尾は50ηの水底に眠っ

ている。

141響野尾から尾泊へ
され

嶼石もまた越野尾同牒新しい集落である。

ここから旧道は急坂となり、坂を登ると峠か

ら越野尾や刈VIIが一望に見える。峠を下ると

上片内 への道と尾泊への道との分岐点があ

盈絋縦緻縫甚亀ほ骰笹誌ゝ
ら旅の安全を念したことだろう。

平地に近づきつつあるといっても、まだこ

のあたりの街道は馬一頭に荷を積んでやっと

通れる程の道幅であり、夏になると道わきの

車がのびてその車をかきわけかきわけ通った

ようである。

尾泊は全く山の中の集落で越野尾から2里

12町 (約 9.21m)の地である。ここは佐土

原領と米良領との境で、交通の要所であった。

常時 5～ 6頭の馬がいて運輸に供されており、

宿駅の感を呈した1ら ししヽ 店や宿屋もあり、

伊能忠敬の測量班もここで宿泊している。

現在、本陣らしい家一軒と半壊の家が一軒

残り、後は何軒かの屋敷跡と畑地が残るだけ

の無人の村と化している。

151尾泊から佐土原へ

尾泊から長谷観音までの道は屋根伝いの山

道で、眼下に一ツ瀬川に沿って蛇行する国道

を
亀鵞取:転:詭咎留毛澤落、ここも尾泊
冒露髯≡ぞ霞ヱF萱鯨鷲承数
監鉱:飽碧銃印 を民堪
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は現在すべて無人の里となっている。

この山道は天正 5年 (1577)島 津氏に

破れた伊東一族が、豊後の大友宗鱗を頼って

落ちのびる逃避行の道でもあり、途中伊東義

祐が鎧をぬいでかけたという鎧松、自ら命を

絶
亀奔
女達

9雇 ;見ぞ

姫塚等

B逼摯笹皇農k

至る道 (佐土原領内を通る道 )と 、杉安、妻

を経て佐土原へ至る道 (天領を通る道 )と の

分岐点である。なお、現在、尾泊と笹ノ元間

の旧道は大半が営林署の林道として利用され

ているので、車で行くことができる唯―の自

然道である。道は旧道の匂を色濃く残した平

坦道でいかにも自然道らしい。

④
 屋ヂえ票号拓毛奪手厚怠置ゑ5署の境肉
に入る。米良街道は初瀬山長谷寺の山門を

出入することになる。山門から山道を下る

とれ:;魯更:#手身を「C旦暴吾魯颯a°
るが、米良に対する押さえとして三納衆が

ふだ もと
この地 に住 ま った。 ここか ら札の元 を経 て
へぐり

平郡へは約 2 Kmである。

三財川を渡り鹿野田・ 巨田へと至る道は

ほとんど現在の道と同じである。春田を通

二:交掌穐粋遠a署豪I:と |:粂琶羞彊】
終点であり起点である。

○ 杉安を経由して佐土原へ至る道
一方、笹ノ元から佐土原へ至る道は山道

を杉安へと下る。ここは名勝杉安峡を控え

を飯基話逸F講蜃酢iを〔
2ご

と
から馨鶉『を通り覇芳神8こ出る。
「社より南二町斗り桜の並木、幻弓二十

日頃盛りにて今は葉桜のみ」こう記した高

雲厚発受tと積吾Fとをぞ争畳篭な昌な雇

土原藩の飛地であるが、当時この地方の商

業活動の中心地であった。

本町を出ると幕領右松である。道は園元、

赤池、今井、四日市、黒生野、別府、花下、

柳瀬、現工渡しと続くが、だいたい国道

電撃ど岳琴

ti堡

為逼[:3i、 ぅ)ょ り東南
へ約 300物行くと、幕領と佐土原領境の

現王口に達する。現王国についての記述は

日向地誌にも見え、「現王日石橋、米良往

還に属す。現王口濤に架す長さ一間半巾五

尺」と記されている。

ここから南へ約 200初行くと大小路町
2丁目の角に出る。五日町角より西へ 100

密の所が佐土原城大手門前である。

4 街道沿いの文化財

西 米 良 村

① 横谷峠 ⑤

熊本と宮崎の県境にあり、標高 600翻、

九州山地の真只中に位置している。肥後から

日向へ入る米良街道 (球磨往還 )の入口にあ

たる。

高山彦九郎日記によると、「猪鹿倉 (湯の

前 )あ たりより東南の方へ登ること十丁横谷

と号す、家三軒、川流る 相ゝ良領米良領の堺

地、流れを以って境とす」とある。

現在の国道 219号線とは全くちがう。

人吉方面の眺めはよいが、旧道はこの峠か

らすぐ米良の深山へと入っている。この峠に

は今でも数軒の家がある。
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② 一里山峠
横谷峠から又すぐ登りになっており、板屋

まで 3里余り(約 12～ 1 3Km)。

途中に一里山峠 (標高 1096η )があり本

々などおい茂り大変な難所である。

峠付近は少し平になっており「茶湯」とい

う休けい場所があった。市房山 (標高 1722

盟 )は北東の方に見える。

このあたりから下り坂となるが、この坂を

阪 谷の前坂」という。

③ 板谷 Θ

旧道は一里山越をして坂を下りてくると板

谷である。人家は上板谷に4～ 5軒、下板谷

に8～ 9軒ほどあっ■といわれる。 。
高山彦九郎によると「川を左に見て岨道を

過ぐ」とあるから、旧道も八重川にそった今

の道とほぼ同じ所を通って板谷橋のところに

出てくるのである。

板谷は茶の本が多かったと、高山彦九郎は

言つている。

④ 鶴瀬の橋

板谷かりIIに沿って国道 219号線に出合
った付近を鶴願という。現在ここには板谷橋

が架かっているが、旧道の時代は丸木の一本

橋を渡り崖の下や川筋を通って深瀬へ向って

いる。

現在の国道 219号線は横谷峠から板谷川

の右岸を通ってきてこの鶴瀬で出合っている。

⑤ 深瀬の橋

深瀬は鶴瀬から板谷川を左右に数度渡り、

崖っぶちを約 1血下ったところである。この

付近は、あちこちによどんだいわゅる「曲り

淵」がみられる。深願には竹僑がかけられて

いたが大変危い橋だったらしい。

この他、板谷川には随所に丸太を打渡した

一本僑などが架かり、一里山越えが山越えの

難所であるのに対し、深瀬、村所間は川越え

の難所であった。

③:村所 ⑤

板谷川と一ツ瀬川 (米良川 )の合流点が、

交通の要所村所である。古くは鶴村と村所村

とからなり人家は合わせて 60軒 ぐらいであ

った。米良領主の館もここにおかれたことが

あり、西米良の中心的役割を音から果たして

いる。

② 百間橋
深瀬、平瀬を通り板谷川の左岸を下ってく

ると村所の発電所に出てくる。そこから板谷

川の右岸に渡り小山を越えると一ツ瀬川 (米

良川 )で、かっては「百間橋」といわれる僑

が架かっていた。長さ約 45関 (約 80初 )、

幅3間 (約 54密 )で割本を並べたものであ

り、渡ると中ほどでは動揺が激しく危かった

ようである。

現在の僑より約 10解上流に当時の僑の痕

跡がわずかながらみられる。

③i菊池記念館

村所は米良領主菊池氏の所領であり、一時

はここに館も置かれた。維新後の藩籍奉還に

際しては、菊池氏は所領の山地、山林を領民

に分け与えたといわれる。

これに感激した村民は、昭和 8年 (1933)

米良菊池別邸を建設し菊池氏に贈った。

これが現在の菊池記念館である。役場から上

米良の方へ少し行ったところにある。
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③ 村所八幡04■ Θ            小川へと下っている。          |

役場のすぐ上、町を見おろす高台にある。

旧道は役場の左端にある石段をのばりなかほ    ⑬ 小川 ⑤              .

どに立つ島居をくぐって左手に向っている。     小川は一ツ瀬川の支流、月Wilチ !Iの上流に位

この八幡神社は文明 3年 (1471)4代     置している。まわりを山々に囲まれた米良と ,

領主重鑑公が宇佐に請うて創立したもので、    しては比較的広い盆地である。水田がよく開

県指定の神面が所蔵されている。例祭は 12    けており人家もかなり見られる。

月 18日に行われ村内一のにぎわいをみせる。    江戸中期頃より明治維新までの約 200年

間米良領主が居城を構え小川は米良の政治、

⑩ 村所の菊池氏の墓 Θ            文化の中心地であった。

八幡神社境内裏手に米良領主や奥方の墓が     旧道もここを通っており、天包山を越える

ある。ここには 4代領主重鑑公ほか数人の領    と坊主荘におりてきて石WII橋を渡 り城の下を

主や要方が葬られてい
飢 ぶゝ            

つて灯Wilナ |1伝 いに越野尾へと向っている。

旧道はこの墓llLか ら面株へ向い、天包山越

えの坂道となる。                ⑭ 河Wil城跡 ⑤

小川城は米良領主菊池氏の居城で 10代則

⑪ 天包山 ⑤                 重公のときから明治維新の則忠公まで続いた。

村所から小川への道はこの天包山を越える    現在は対Wi1/Jヽ、中学校となっている。

ことになる。                    山をけずりとったような敷地内に本邸のほ

天包山 (標高 1189盟 )は米良三山の一つ    か、不動院や藩士の子弟を教育した弘文館な

で、村所から東方約 4 Kmの ところにある。旧    どが近くにあった。

道は、この山頂の少し下を通っている。       城の麓を十文字といい、旧道はこの付近を

この山は明治 10年 (1877)西 南の役    通っていたので十文字往遠ともいわれていた。

のときの吉戦場でもあり、びょうぶ岩にはそ

の時の弾痕が今も残っている。山の中腹では    ⑮ 小川民俗資料館 ⑤

焼畑が今も見られる。               小川、小中学校の敷地内にある。過疎化で

余裕のできた校舎 (約 847″ )を資料館に

⑫ 葛塚稲荷神社               改造したものである。

天包山越えの峠に赤い鳥居の高塚稲荷神社     校区内の家庭にあった衣・食・住に関する

がある。標高 900初 、翔 1ヽ山地の山々が波    用具、生産用具、運搬具などの民俗資料を展

打っており遠くは霧島山も望むことができる。   示している。

社は小さいが古くからネEら れており村民の     なかでも明治時代のカメラ、及び当時の西

信仰も厚い。神社のうしろの岩場には天の逆    米良の様子を撮影した写真の数々は見もので

鉾が祖られており山伏の修験場と思えるとこ    ある。

ろ力ゞある。

旧道は、この神社の鳥居のところで曲がり    ⑮ 米良領主の墓
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小川には領主の墓地がニケ所ある。囲墓地

で城跡右手の少し高い集落の中にあり、則信

公。則元公、則順公が埋葬されている。もう

―ケ所は城の西にあたる沢水墓地で、 10代

則重公、則純公、栄叙公が埋葬されている。

米良領主の墓地は、河WIIの他、銀鏡、村所

にもある。旧道はこの二つの墓地の間を通っ

ている。

⑫ 小チllケ II Θ

小川・ 越野尾周の旧道は河ヨI VII(―ツ瀬川

の支流 )を左右に幾度となく渡っている。こ

の間約 8 Kmで 、滝あり、淵あり、一本橋あり

と相当な難所続きである。高山彦九郎日記に

も、「岨道の峻なるを行きて橋多し、丸本横

たへて僑としたる所多し」と記されている。

旧道は小川の坊主荘付近から左岸へ御隠居

所か ら右岸の釈
狙ぞ
へ
】興言
橋 (小チ
噸乳
)を

渡って十文字、流合、鈴原は左岸、
ご砲本
から

また右岸、今別府でまた左岸、浜御前でまた

右岸に渡 って越野尾へ向っている。

③ 米良神社

小川域の下手、旧道の右の方にある神社で

ある。昔は市聟宮神社といい、大山極命と磐

長姫の二神を4巳った。菊池氏が米良に入山し

小川に居城してから、この神社を米良全山の

氏神として祭るようになった。 200年前、

則信公のとき社を造営し米良神社とした。今

でも米良の人々の信仰の厚い神社である。

⑩ 越野尾

本流の一ツ潮 ‖と支流の小川川の出合った

ところが越野尾である。現在は一ツ願ダムが

できて、音の面影を見ることは全然できない。

近代的な僑がいくつもかかっており、旧道は

湖底に沈んでいる。刑Wilか ら来た旧道はこの

越野尾から一ツ瀬川に下り僑を渡って坂道を

登 り尾泊へと向っている。用瞑稲荷神社へは

途中から右手へ行くことになる。

⑮ 越野尾橋

越野尾には「柴のあみ僑」といって、米良

独特の橋が一ツ濠川に架けられてい
=。

長さ

約 35解で一本橋の両側に竹が 2本結わいつ

けられたものである。これは水しぶきよけ、

渡る人の危鮫を少しでもやわらげるためのも

のであるが、橋が長いため中程では横揺れを

するなどやはり恐ろしい橋であった。しかし、

これが本道であったため必ずこの橋を渡った

のである。馬は度れないので荷物をおろして

早瀬を渡した。今はすべて 50ηの水底にあ

り跡形もない

② 児原稲荷神社 Θ
この神社は越野尾を見おろケ標高 600協

―ツ願川右岸の山頂にある。火明命、大山抵

命、本花咲耶姫の三神が祭神0る 。米良領

主 もよく参拝され、また佐土原藩主からも美

しい絵馬が送られるなどして、領主や藩主か

ら崇敬されていたようである。旧道からは離

れているが、一般の参拝者 も多かったようで

務 。維新の際社号が消滅し、明治 15年

(1882)児原稲荷と改称された。以来、五

穀豊穣、商売繁盛を祈願ける参拝者が今も絶

えない。

② 甲斐右膳父子の墓

児原稲荷神社の社殿に上る石段の右側に墓

地がある。高山彦九郎の日記に、 配 荷鳥居
の傍に墓並べり奇怪といふべし、地の狭きか

故かと覚ゆ」とあるが、ここに甲斐右膳、大
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蔵父子の墓がある。

甲斐父子はこの社家の出であり、米良主膳

の家臣で幕末に勤王の志士として活躍したが、

幕命で捕えられ元治元年 (1864)6月 に父、
3月 に子が人吉の獄中で疑した。

② 領境杉の本
楔石は越野尾の「柴のあみ僑」を渡って約

4血の一ツ瀬チI店岸の地名である。地名のと

おりだ`石が多く、ここからまた急な山坂とな

っていて、峠が杉の本である。ここは米良領

と佐土原領の境で児原から約 8血のところで

ある。

西  都  市
8 片内の大師像 ⑤
街道は上片内を経て三叉路に至る。三叉路

中央のタプの古本の下の石桐に、お大師様が

4Eら れている。記銘はないが台座の石に描か

れた線画の徳利と盃がほほえましい。

ここからは眼下に一ツ瀬ダム国道 219号

線がのぞめる。

④ 尾泊 ◎

佐土原、尾泊間を尾泊往還という。尾泊が

米良への玄関口であった。当時は店や宿屋な

どがあってにぎわい、物資の交換がさかんに

行われていた所である。現在廃屋が 2軒ある

だけである。なお、尾泊、人吉間は耳磨往還

といっていた。

尾泊にはいつも数頭の馬がおり、米良方面

への物資輸送がおこなわれていたようである。

④ 猿 囲 Θ

猿囲は標高 430閉で一ツ瀬,IIを 眼下に見

下ろす位置にあり、地元の人たちは、「 さん

のかえ」といっている。現在無人であるが、

明治の頃までは小学校、郵便局、宿屋なども

あって、尾泊と同様に米良街道の要所だった。

この先は椿茶屋、久保の茶屋といった地名

が残り、旧道の存在を示してくれる。

珍 椿原峠

椿原峠は標高 500協 である。天正 5年

(1577)伊東氏の豊後落ちのとき一行はここ

で休んだ。伊東三位入道の鎧をかけたという

「 よろい松」があったが、今はもうない。

② 隊 Θ

旧道の下を営林署の林道が通されたが、そ

の時姫塚は現在地に移された。大師像、茶屋

塔、庚申待、八十八ケ所塔の四基が草むらの

中に立つ。伊東氏の豊後落ちの際、ついて行

けぬ女達の何人かがここで自害した。姫塚は

土地の者があわれんで築いた塚である。この

塚の石塔の粉を恋しい人にふりかけると想い

がかなうといつの頃からか言うようになった。

この姫塚から、杉安道と二納道に分岐する。

① 長谷観音 @
姫塚から二納への道をとると、約 800脇

で長谷観音の大きな堂が見えてくる。初瀬山

長谷寺は大永 2年 (1522)焼 失した。そ

の後伊東ヂ糖が再興し、新たに 11面観世音

菩薩 (像高 7靱 )と聖観世音菩薩 (像高 5切 )

及び勢至菩薩を杷ったといわれるが、今は

11面観音の頭部のみ残 る。

衝道はこの境内を通って三納の札ノ元へと

向う。

① 鱒
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長谷寺から坂道を約 4血下ると二納の麓に

達する。さらに三納の札ノ元を通ると佐土原

である。

麓は佐土原城の外城の役を果たし三納衆と

いわれる武士集団が配置され、馬場、弓場、

衆溜がおかれていた。米良に対する押さえと

してであった。

① 根本寺
へぐり

麓より約 4血で平郡に達す。西都と三財を

結ぶ道との交差点の 100陶程手前北側に根
本寺がある。天保年間に廃寺

'強
っており、

現在木造の阿弥陀如来像 (像高約 3″ )を 杷

る祠堂を残すのみである。

⑫ 潮神社 Θ

平郡から東に進み三財川を渡ると鹿野田に

達する。途中、彦火火出見尊を4Eる潮神社が

街道右側にある。境内に塩水のわき出る井戸

があり、潮の干満に従って水量が増減するの

で、その底は海まで続いていると信ゥられ潮

満のp伝 説を残す。
神社の西 200初の所に泉式部の墓と称し、

自然石を4Eる祠堂と薬師様がある。昔は病気

治ゆを願う者が訪れたことであろう。

土 原 町

巨田神社 Θ  (国指定 )
潮神社より山裾道を東へ 2血程進むと、衝

道の右側に鳥居がたつ。この鳥居は佐土原七

社の一つ、巨田神社のものである。本殿は三

間社流造で天文 19年 (1550)の 建築で、
BIBJ時代の神社建築としては県内唯―のもの

で、昭和 53年国の重要文化財に指定された。

② 鴨越 ⑤

巨田神社の近くに神池である巨田池がある

が、池の北側丘陵に鴨越と称する鴨の猟場が

ある。ここでの猟法は樹木を切り倒して鴨の

通る道を作り、三角網で捕えるというもので

400年の伝統をもつ。

①  高月院

巨田神社鳥居から約 1酌で堤の集落に入る。

ここも三納の麓と同様、郷士が多く住んだ。

堤を抜けると左側にもと幕領の現正島が溝一

つへだてて見えてくる。

道は西春田 (鴫之日 )の道路と交差する。

同じく武士の屋敷地である。左折すれば大だヽ

路 (本町通 )を通って大手門へ向う。この地

点より画進すれば鴫之口衆溜の前を経てお城

式続く道となる。

高月院は島滓氏の菩堤寺で歴代の藩主の墓

がある。

西 都 市

④ 杉安堰

一方妻を経て佐土原へ至る道は杉安道であ

る。笹の元の姫塚から杉安までの道は下り坂

の道で約 3血である。杉安で国道 219号線
と合するがここからは平坦地を行く道となる。

杉安は一ツ瀬川に面する集落で、杉安峡下流

に享保 7年 (1722)児 玉久右衛開が築い
た杉安堰がある。水の取水口の近くには、久

右衛門の胸像及び顕彰碑等が立つ。

⑫ 南方神社
杉安から田の中の道を約 2血南東に進むと

南方神社に着く。島ノ内は島津藩領と秋月藩

領の間に割込んでいる幕領の中心地で、穂北

紙の産地として知られた。

南方神社の境内には、楠の巨本がそびえ穂

佐

⑬
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北の鎮守として崇拝された。ここは、尾泊か

ら約 12血の地である。

① 都万神社 Θ

南方から約 3血で妻である。妻は国府節、

国分寺跡、国分尼寺跡があり吉代日向の中心

地である。都万神社の問前町として栄えた妻

本町は天領穂ゴとの中の佐土原藩飛地で、この

地方の経済の中心であった。

都万神社は、日向国式内社 4座の一つで、

本花咲耶姫を祭神とし、藩から 315石 を給

されていた。

① 妻本町 ⑤
妻本町は、都万神社から東にのびる本通り

だけの町である。江戸時代、町は町別当、町

年寄、町方の役人で治められ、藩からも役人

が派遣されていた。

① 金丸堰

妻本町を出ると右松に至るが、途中、街道

右手に宗光寺、左手に羽黒神社がある。右松

の次は園元であるが、園元、赤池両地区の水

田用水として一ツ瀬に築かれた井堰が金丸堰

である。

④ 金丸惣八屋敷

園元から赤池、今井、四日市、黒生野、花

下と南下すると柳瀬である。柳瀬には、先の

金丸堰を築いた金丸惣八の屋致がある。

金丸惣八は堰を築いた他、溜池等もつくり、

佐土原藩治水の第一人者であった。

⑫ 現王渡 0
黒生野から約 31mで現王渡に着く。この渡

しは、三納渡、中島渡とも呼ばれ伊能忠敬の

測量日誌には、「御料所現王島村 三納川船

渡し巾二十四間」と記されている。

現王島の集落に入ると、ここには山王etL

があり神武天皇の産衣を埋めたという伝説を

残す。

⑮ 西明寺

現王渡から東南へ約 900協 で、西明寺前

に出る。西明寺は禅宗で都於郡大中寺の末寺

であり、現在は地蔵堂が残る。西明寺から束

南に進むと現王口である。現王日は幕領と佐

土原藩 との出入口で長さ1間半巾 5尺の石僑

が架かっていたが、現在、橋はない。現王口

から大小路町に出ると、鹿野田から来た米良

街道 (三納道 )と 一緒になる。

佐 土 原 町

② 大手門前

大小路町から五 日町へ、大手問は五日間角

よ り西へ約 100η で、米良街道の終点であ _

る。
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①横谷峠
米良街道の入口で、標高 600m、 九州
山地の真只中にある。

⑥村所
昔から西米良の中心的役割を果たす。

⑨村所八幡神社
県指定の神面が所蔵されている。

③板谷
一里山越をして坂を下る
と板谷である。

⑩村所の菊池氏の墓

られ磐額毒戸
鑑公ほかが葬

1-(1)



⑪天
侵豊 1,189mで米良三山の一つである。

④小
槃良領主の居城があり、米良の政治・文

化の中心地であつた。

⑭小
架贅裟主菊池氏の居城であった。

⑮小川民俗資料館 ⑫小川川
旧道は小川川を左右に幾度となく渡る。

1-― (2)



②1/b原稲荷神社
米良領主もよく参拝され
たという。

②片内の大師像
旅人が山道の安全を祈っ温

⑮猿
恐高 430m、 米良街道の要所だった。

②姫塚
この石塔の粉を恋しい人にありかける
と、想いがかなうという。

④尾泊
米良への玄関口で、当時
は店や宿屋があった。

ユー(働



④長
奪縁蔵像の頭部のみが残
る。

⑬ 巨田神社
佐土原七社の一つ、室
町時代の神社建築として
は県内唯―。

⑫ 潮
犠機の玉の伝説を残す潮神社

②鴨
Y00年の伝統をもつ鴨猟の池

① 都
璽禦辞はこの神社の関前町として栄え

,こ。

1-(4)



⑮妻本町

こ言亀茅倉屋捏8串|ま怒云?犯:本町
は ⑫現王渡

中島渡とも呼ばれ、当時は巾約 43.6m
あった。

儡

佐土原城下見取図

ユー (5)



佐土原城
大手F]付近見取図
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